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地 域 連 携 の 実 績
岡山大農センター報告　No.30 2008
○大学等開放推進事業（大学Jr.サイエンス事業）
『身近な秋の果実の味わいを科学する』 受講生：小中学生16名
秋に収穫される果実の味や品質を科学的に評価する内容で，文部科学省の大学等開放推進事業に
応募し，採択された。近隣の小学校を中心に受講生を募集し，16名が受講した。３日に分けて実施
し，第１回は，FSセンターで栽培される様々なブドウ品種を食べ比べるとともに，糖度や色を分析
した。第２回は，カキの渋みについて理解する実験を行うとともにアルコール脱銃を体験した。第
３回は，熱帯果樹や果実の味を構成する成分について講義を行うとともに干し柿を作成した。出席
者には，修了証を授与した。受講生は，楽しく実験を行うことが出来，果実に親しみを持てたよう
であった。
10月６日　９:30～12:00 ブドウの味と品質について
10月27日　９:30～12:00 カキの渋みについて
11月10日　９:30～12:00 講義と干し柿作り
C 講演会の開催　計１件
○FSセンター講演会
2008年３月11日　山陽圏フィールド科学センター・岡山農場
「市場から見た果実生産・消費動向について」
講師：尾上　弘之　（株）大果大阪成果　果実第３部副部長
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